
4. 考察 
 /æ/の調音位置とLPCパラメータ設定について 
 
 児童B Maximum formant 5000Hz 
 で表示させたところ，実際の音声と 
 合っていない．そこで，小学生児童に 
 適切なLPCパラメータの数値を探るため 
 児童の日本語母音を録音して， 
 Maximum formant 5500, 6000, 6500Hzの 
 調音位置をプロット．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活用例　3段階で 
発音を評価. 
 
•  児童D. “ant”は[あ][え]の間に 
 位置しているが，他の/æ/音は 
 [あ]に近い． “ant”は[あ]と[え] 
 の間を意識しやすいようだ． 

	
•  児童A. 全てA評価. [æ]音を 
 発音できているといえる.   

•  Aを3点，Bを2点，Cを1点とし 
　平均点を算出．“apple” “map”  
　“ant” “bat”のそれぞれの単語で 
　平均点が上昇. 最も平均点が 
　高かったのは “ant” 

•  上達した児童E（男児）の1年 
 目と2年目の “apple”フォルマ 
 ントを重ねて表示． 
 
•  1年目は細かい点(青線)， 
 2年目は太い点(赤線)で表示． 
 横軸は時間，縦軸は周波数． 
 
•  /æ/のF1値が下がり，F2値が 
 上がっている．調音位置が前 
 方，上方に移動している． 
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5. 結論 
•  LPCパラメータの値を6000Hzに設定することで，男児，女児共にフォ
ルマント値を算出することができ，調音位置をプロットできる． 

•  エクセルを活用した教材を用いることで，児童が自らの調音位置を意識
しながら発音練習に取り組める. 

•  上達がみられた児童に行ったインタビューから，口腔内の動きを意識す
ることは有効であること，継続して音声指導に取り組むことの重要性が
確認された. 

 
6. 課題 
•  英語母語話者の[æ]は，デューレーションが長い[7]．今後，音の長さを
意識した指導，音声分析を行うことが必要. 

•  既存のScriptを用いたり，Scriptを開発したり[8]したが，まだまだ分析
作業が煩雑．より多くの教室で用いられるよう，簡単にフォルマントを
分析できるような手法を開発する必要がある.  
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•  Maximum formantが6000Hzより調音位置が安定し，6500Hzではほとんど差
がない．そこで，Maximum formantを6000Hzに設定して，再度 /æ/音の調音
位置をプロット.  

 
•  児童Aは，/æ/音が日本語の[あ] 
 音に近く，発表者が耳で確認した 
 音声と調音位置が一致． 
 
•  児童AのF0平均値は240Hz． 
 小学校5，6年生では男女共にF0 
 平均値が200Hz以上の児童が多い． 
 
•  児童Cは，F0平均値が148Hzの男子児童．Maximum formantが5000Hz，
5500Hz，6000Hzでほとんど差がない． 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
•  声の低い男子児童でもMaximum formant 6000Hzで評価が可能.  

3. 方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　調音位置の 
　手本を示す  
 
 
 
 
 
 
 

１．はじめに 
小学校外国語活動（英語）について 
•  今年度より3，4年生で年間最低15時間，5，6年生年間最低50時間の授業 
•  音声教育の授業，評価方法が模索されている 
•  教材開発，授業実践，評価を通じた2年間の児童の発音変容を分析 
発音研究の対象音は，/æ/音 
理由 
①  /æ/は音素として日本語にはない母音 
②  /え/と/あ/の間に位置し，日本語との差が大きいため対比がしやすい 
③  外国語活動教材Hi, friends! に/æ/音が頻出する [1]  

音響音声学を取り入れた，小学校外国語活動における音声教育の取り組み	
‒Praatを活用した/æ/音の調音指導と評価について‒ 
姫路市立八幡小学校　主幹教諭　岡本真砂夫　okamoto-masao@nifty.com 

2. 目的 
•  小学校高学年児童の音声分析に適切なLPCパラメータの設定を求めること 
•  児童が発音を変容させられたかを確認すること 
 
手法 
•  Praat[2]を活用して児童全員のフォルマント値を算出 
•  録音音声　「え」「あ」（長めに発声） “apple” “map” “ant”（2年目のみ: 
“bag” ） 

•  2016年度 157名の音声を分析 
(Collect formant data from filesスクリプト[3]を 
 活用) 

•  2017年度 162人の音声を分析 
(Extract f0, f1,f2, Durationスクリプト[4]を活用) 

•  フォルマント値を調音位置図にプロ 
 ットする教材をエクセルで作成[5].　 

•  教師，児童自身が/æ/音の調音位置 
 を[あ]音と[え]音と対比できる. 

•  目安として東京方言の女性の[あ] [え] 
 調音位置を加筆[6]． 
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児童A	　エクセル評定教材の例  

アメリカ出身男性英語母語話者　	
F0平均値=137Hz，Maximum	formant=5000Hz	 

発表者	
F0平均値=112Hz	Maximum	formant=5000Hz	 

児童B	英語	Maximum	formant	=	5000Hz	 

児童A日本語		Maximum	formant	=	5000Hz	 児童B	日本語		Maximum	formant	=	5500Hz	 

児童B	日本語		Maximum	formant	=	6000Hz 児童B	日本語		Maximum	formant	=	6500Hz	 

児童B	英語		Maximum	formant	=	6000Hz　  

児童C	英語		Maximum	formant	=	5000Hz	 児童C	英語		Maximum	formant	=	5500Hz	 児童C	英語		Maximum	formant	=	6000Hz	 

児童D	英語		Maximum	formant	=	6000Hz	 
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